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              は  じ  め  に 

 
 千葉県の試験研究機関は、社会変化に柔軟且つ迅速に対応しながら、県民ニー

ズに的確に対応するとともに、限られた研究資源で効率的・効果的に成果を挙げ

ることが求められている。 

 このため、試験研究機関の評価制度を導入し、研究内容や研究成果の波及効果

等を見る課題評価専門部会と研究体制や運営状況等の研究機関全般を見る究機関

評価委員会とで行うこととなった。 

 本専門部会が課題評価を行った千葉県産業支援技術研究所は、昭和１１年に食

品、醸造等の軽工業を対象として工業試験場、昭和２９年には、機械・金属等の

業種を対象とした産業指導所としてそれぞれ発足し、技術相談、研究開発、試験、

情報提供等により、県内中小企業の技術力向上に重要な役割を果たしてきた。 

しかし、従来の産業分野ではくくれない技術領域やさまざまな分野に関わる産

業の出現など、最近の産業構造の変化や技術変革の中で、多様化する技術課題へ

の対応や技術開発のための支援機能の充実、さらには大学等との連携を強化し、

柔軟性のある組織や機能とするため、業種ごとに別れていた機関を平成１５年に

統合し、現在の組織体制となったところである。 

評価対象とした研究課題は、産業支援技術研究所の内部評価において審査され

た平成１６年度実施予定の９課題及び現在実施中の５課題（研究期間３年以上）

のなかから、必要性、目標達成度の評価が高いとされた５課題について、本専門

部会において外部評価を実施した。 

 これらの課題については、担当者からの説明聴取や現地調査の実施を通じて、

専門部会構成員が専門的見地から検討を行い、ここに報告書を作成した。 

 今回の課題評価が、今後の産業支援技術研究所における研究課題をより充実し

たものとなるための一助となることを期待するものである。 

 

 平成１５年１２月 

 

               産業支援技術研究所課題評価専門部会 

                  部 会 長   橋 本 久 義 
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 所属・役職 氏 名 

部会長 
政策研究大学院大学 
教授 

橋本 久義 

部 会
構成員 

東京大学大学院 
農学生命科学研究科教授 

中西 友子 

部 会
構成員 

千葉大学 
教授・共同研究推進センター長 

齋藤 制海 

部 会
構成員 

株式会社ドゥ・リサーチ研究所  
代表取締役社長 

西尾 治一 

部 会
構成員 
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２．課題評価結果  

 (1) 総 括 
   産業支援技術研究所は、中小企業の技術開発等に応えるために、地域産業

に密着した技術支援機関として、研究開発、技術相談・支援、依頼試験、技

術情報等の提供、人材育成等を行っている。 

研究所は、中小企業者との「接触断面積」を増やして、サービスの向上を

図り、利用者を増やしていくことで、競争力のある中小製造業を育てていく

こととなる。 

   今回、評価対象とした事前評価3課題及び中間評価2課題の合計5課題は、
いずれも研究課題の重要性は高く、総合的には概ね適切な研究であると判断

されるが、事前評価 1 課題について、部分的な検討が必要と考えられた。 

   各課題の総合評価は、下表のとおりである。  
   なお、各研究課題の評価項目ごとの所見・指摘事項を含む詳細については、

別添の課題評価票のとおりである。 
 

       総合評価 

事前評価① 

「微生物の簡易検出

法の応用」 

概ね妥当であり、採択した方がよい。 

なお、以下の点について配慮されたい。 

・必要に応じて、外部スタッフと協働するなど、開発効率を高

めて、早期達成化を図ると共に、実用化に向けたコストとの検

討が必要である。 

事前評価② 

「二酸化チタン光触

媒を用いた廃水処理

に関する研究」 

概ね妥当であるが、以下の点について検討が望まれる。 

① 研究の対象とする排水の絞込みや光触媒における競合技術

の検討など、実用化のための検討が必要である。 

② 県内企業のニーズの把握や課題の検討などにより、実用化

を促進するための検討が必要である。 

事前評価③ 

「農産物トレーサビ

リティへの電子タグ

活用について」 

概ね妥当であり、採択した方がよい。 

 なお、以下の点について配慮されたい。 

・農産物のトレーサビリティ全体のプロジェクトを立ち上げる

など、研究を拡大していくことの検討も必要である。 

中間評価① 

「廃棄食用油脂の再

利用に関する研究」 

概ね妥当であり、継続した方がよい。 

 なお、以下の点について配慮されたい。 

・実用可能性について、十分検討すると共に、県内の企業等と

の組織化も含めた連携体制をとるなどの検討が必要である。 

中間評価② 

「 超 音 波 探 傷 試 験

TOFD 法に関する研

究」 

概ね妥当であり、継続した方がよい。 
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３．産業支援技術研究所課題評価専門部会開催日 

 
(1) 日 時  平成１５年９月１０日（水）９：３０～１６：１０ 

 
(2) 場 所   

  ア．加曾利庁舎 千葉市若葉区加曾利町 889 

  イ．天台庁舎  千葉市稲毛区天台 6‐13‐1 
 

(3) 出席者 
ア．課題評価専門部会  

   (ｱ) 専門部会 部会長 政策研究大学院大学  

教  授           橋本 久義 
(ｲ) 専門部会 構成員 千葉大学 

教授・共同研究推進センター長 齋藤 制海 
         構成員 株式会社ドゥ・リサーチ研究所  

代表取締役社長        西尾 治一 

          構成員 川鉄テクノリサーチ株式会社 
               事業企画部 理事       松山 隼也 

(ｳ) 千葉県 
    ① 産業支援技術研究所 今関所長、飯田次長、青木次長ほか 

    ② 商工労働部 川島参事、森産業振興課長、山本産業技術室長ほか  

 
(4) 内 容 

  ア．試験研究機関評価制度について 
  イ．産業支援技術研究所の概要について 

ウ．産業支援技術研究所の重点課題の概要について  

   (ｱ) 課題評価対象課題の選定等について 
   (ｲ) 事前評価 3 課題について 

   (ｳ) 中間評価 2 課題について 
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